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研究生活の側面一一北 ウェールズの運河 を中心に して一―
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One Aspect Ofmy Studied Canals in North Wales

MotonObu Kttinoto

Abstract:One area of my academic study is the relattOnship between

transpOrt facilities and reg10nal econOmt deve10pment h the earし

stages of the lndustrializatiOn Age.In one case study l extted the

Enesmere cЯ nal and discussed why it was cOnceived and cOnstructed

and to what extent the canal con枷己buted tO the regiOnal econOmy.

価 ther aspect of IIly studies is the reconstruction Of cЯ nals after the

SecOnd N、rld War.Due to competitiOn、楓th ranways nnd automobユ es,

most canals were destroyed atter the end of the SecOnd lVOrld恥 ,but
some of them survived to be recOnstructed by canal enthusiasts.The

Welsh sectton of the Ellesmere Canal surv■ved and was rennmed the

llangOnen Canal.Itis now One ofthe mOst beauttt canals h Britah.

イギリス経済史の中でウェールズに関する研究はわが国では概して等閑視さ

れてきた。というのも、ウェールズ、とりわけ北ウェールズは、決してイギリ
スエ業化の中心地域ではなかったし、ロンドンを中心とする南東部のように、
消費や金融の中心でもなかった。北ウェールズは人口まばらな辺境の山岳地域
という印象が強く、わが国経済史家の日から見ると、幾分魅力に欠けた地域で

あつたかもしれない。しかし、近年の歴史研究の傾向、とりわけ産業遺産への

関心の高まりの中で、北ウェールズは極めて注目すべき地域になってきている。

風光明媚な海岸線やスノードニアの山岳地帯の景観、世界遺産に登録されてい

る中世以来の古城に加えて、数多くのナローゲージ鉄道やポントカサルテ水道

橋に代表されるユニークな運河施設など、北ウェールズには産業革命時代以後

に建設された数多くの産業遺産が保存されている。

本報告では、北ウェールズの運河、とりわけエルズミア運河 (第二次世界大

戦中閉鎖されていたが、後にスランゴスレン運河として再開)に焦点をあて、
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この運河と地域経済の関係を考察した。産業革命時代の北ウェールズの主要産

業 (例えば、炭鉱業、製鉄業、スレート産業、毛織物工業など)の発展や衰退

は運河や道路、鉄道などの交通インフラと密接に関連していたといえよう。
エ

ルズミア運河やその延長線のモンゴメリーシャー運河は、チェスター運河をは

じめとするイングランド西部の運河や沿岸海運と連絡して、ランカシャーやミ

ッドランド地方などの主要工業地域と連絡するために建設され、北ウェールズ

経済に不可欠の役割を演じたのである。また、本報告の後半は第二次世界大戦

後の運河再建運動に注目した。19世紀末から20世紀にかけての主要産業の衰

退とともに、交通手段としての運河も衰退していつた。確かに第二次世界大戦

後になると、交通手段としての運河での輸送は、ますます鉄道や自動車輸送に

取つて代わられ、北ウェールズの運河も例外ではなかつた。しかし他方で、交

通手段以外に運河がもつ多様な価値が新たに注目されるようになつた。運河愛

好者たちの熱意と尽力によつて、今や給水、娯楽用クルージング、釣魚、環境

保全、あるいは産業遺産といつたアメニティ上の価値が注目されるようになつ

た。とりわけ風光明媚な田園地帯を通過する北ウェールズの運河は、単に地方

の人々ばかりでなく、全国の運河愛好家の注目の的となつた。

さて、イギリスの運河は主として 2回にわたるプーム期に建設された。すな

わち、第 1次ブーム期(1760年代)にはプリッジウオーター運河、 トレント&ヤ
ージー運河、フ芽―ス=ク ライド運河などの幹線運河が建設された。1790年代

前半に生じた第 2次ブーム期(いわゆる運河熱時代)には、50以上の運河法案が

通過した。この時期には、グラモーガンシャ
ニ運河やモンマスシャー運河をは

じめとする南ウェールズの主要運河や、本報告で取りあげたエルズミア運河や

モンゴメリーシャー運河など、北ウェールズの運河も建設された。

エルズミア運河の建設の主要目的はマージー川、ディー川、セヴァン川を連

絡し、地域産業の発展を促進することにあり、運河建設を認可する法律は 1793

年 4月 30日 に制定された。ウィリアム・ジェソップやトマス・テルフォード

といったイギリスを代表する技師がこの運河の建設に携わつている。そしてデ

ィー川に架かるポントカサルテ水道橋は彼らが後世に残した傑作であり、今日

でも北ウェールズを訪れる人々の驚嘆の的となつている。しかし、このことは

運河建設が順調であつたことを意味するものではなかつた。当初計画されてい

た運河路線の建設は英仏戦争に伴う物価の高騰や資金不足によつて中断され、

bつの河川を連絡するという当初の計画は実現しなかつたこの運河はシュルー

ズベリーには到達せず、レクサム周辺の鉱工業地帯とはトラムロードで連絡さ

れることとなつた。

それにもかかわらず、エルズミア運河 (1808年開通)とその延長線であるモ
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ンゴメリーシャー運河 (1819年開通)は沿線の経済発展に大きく貢献した。運
河沿線には、炭鉱や製鉄所、スレート鉱山、石灰工場、レンガェ場、チーズェ
場など、さまざまな産業が散在しており、運河船による安価で大量輸送の恩恵
を享受した。さらに、エレスメア運河の延長線のモンゴメリーシャー運河を経
由して、多くの農産物や林産物が輸送されたのである。
しかし、運河の繁栄は長くは続かなかった。19世紀半ばになると北ウェニル
ズにも鉄道時代が訪れ、従来運河で運ばれていた貨物や旅客は鉄道に奪われた。
それに加えて、運河沿いの産業衰退、炭田開発に伴う地盤沈下や度重なる堤防
破損が運河の衰退に拍車をかけた。一時は繁栄を謳歌した北ウェールズのスレ
ー ト産業も20世紀には斜陽産業に転じた。かくして北ウェールズの運河は第
一次世界大戦頃にはほとんど輸送機能を停止した。

第二次世界大戦中、エルズミア運河のウェールズ区間にあたるスランゴスレ
ン運河はほとんど休眠状態にあったが、第二次世界大戦後になっても、この運
河は幸運にも廃棄を免れたもそしてL.TC.ロ ル トや C.ハッドフィール ド、R.
エイクマンといった熱心な運河愛好家たちによって、1946年に内陸水路協会
(IWA)が設立されると、運河再建に弾みがついた。 IwA設立のきっかけ
となうたのがロル トのナローボー ト“Cressy"に よるミッドランド地方の運河
クルーズであった。ロル トの夢は、ポントカサルテ水道橋を通過し、スランゴ
スレンに到達することであった。当初、彼はこの目的を達成できなかったが、
その後 1949年についに念願のポントカサルテ水道橋の通過に成功した。1952
年には IwAの北ウェールズ支部が中心となって、スランゴスレンで運河ラリ
ーが行われた。ボランティアたちは、運河メンテナンスの仕事に取り組み、浅
瀬の浚渫や雑草の除去、ロック・ゲートの取替えなどの仕事に従事した。1956
年にはチェスターにクルーズ船の傭船基地が設置され、スランゴスレン運河の
最初のクルージング・ガイドが発行された。このように、スランゴスレン運河
は給水用・娯楽クルージング用運河として成功し、多くの運河愛好家に親しま
れている。

他方、モンゴメリーシャー運河の再建が開始されたのはようやく 1969年に
なってからであった。この運河は 1944年の法律によって廃棄され、戦後の自
動車交通の発達にともなう道路の拡張につれて、運河路線を道路に転換しよう
という計画が持ち上がった。しかし、運河再建熱が高まる中で、運河保存運動
家の組織がこれに反対し、運河再建キャンペーンを開始した。保存運動家たち
の力が政府や地方自治体の役人を動かし、やがてこの運河の再建が決定された。
1973年には「プリンス・オヴ・ウェールズ」委員会が立ち上げられ、モンゴメ
リーシャー運河の一部の再建が開始され、翌年 7マイルの区間が再開した。ま
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た、この運河で興味深いのは、身体障害者のためのクルーズを行うことによっ
て、よリー層の支援が行われたことでぁる。
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